
1 
 

『 第 14 回 プ ラ ン ト 保 全 研 究 会  』 報 告  

 

主 催  化 学 工 学 会 中 国 四 国 支 部 、 中 国 地 区 化 学 工 学 懇 話 会 、  

 山 口 地 区 化 学 工 学 懇 話 会  

共 催   岡 山 地 区 化 学 工 学 懇 話 会 、 徳 島 化 学 工 学 懇 話 会  

協 賛   腐 食 防 食 学 会 中 国 ・ 四 国 支 部 、 石 油 学 会 中 国 ・ 四 国 支 部 、  

化 学 工 学 会 化 学 装 置 材 料 部 会  

 

日 時  平 成 2 5 年 3 月 1 1 日 (月 )  1 4 : 0 0 ～ 1 9 : 3 0  

場 所  出 光 興 産 （ 株 ） 徳 山 製 油 所 ・ 徳 山 工 場 内  本 館 講 堂 ( 3 F )  

 

A ． プ ロ グ ラ ム  

 

1 .  講 演 会 1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0  

開 催 挨 拶                    広 島 大 学  都 留 稔 了 氏  

司 会  広 島 大 学  都 留 稔 了 氏  

( 1 ) 【 地 域 C T 賞 受 賞 報 告 】        

「 中 国 四 国 支 部 に お け る プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 活 動 」  

広 島 大 学  礒 本 良 則 氏  

 

司 会  広 島 大 学  礒 本 良 則 氏  

( 2 ) 「 低 周 波 電 磁 誘 導 法 に よ る 配 管 腐 食 検 査 技 術 」  

テ ス テ ッ ク ス ジ ャ パ ン  木 本 三 四 郎 氏  

 

( 3 )  「 海 水 ク ー ラ ー の 損 傷 と 対 策 」  

出 光 興 産  牟 田 康 平 氏  

 

( 4 )  「 山 口 県 に お る コ ン ビ ナ ー ト 事 業 所 等 で の 保 安 ・ 防 災 体 制 強 化 の 取

り 組 み 事 例 に つ い て 」  

         山 口 県 総 務 部 防 災 危 機 管 理 課  勢 登 俊 明 氏  

 

2 .  工 場 見 学 1 6 : 1 5 ～ 1 7 : 1 5  

 

3 .  交 流 会 （ 出 光 会 館 ） 1 7 : 3 0 ～ 1 9 : 3 0  

 

参 加 費  講 演 会 の み 無 料 、 交 流 会 2 , 0 0 0 円  

 

B ． 講 演 会 ・ 工 場 見 学 会 ・ 交 流 会 の 概 要 報 告  

１ ． は じ め に  
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今 回 の プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 で は 過 去 最 高 の 8 3 名 も の 参 加 が あ っ た 。開

催 日 当 時 は 好 天 気 に 恵 ま れ た 。 J R 徳 山 駅 か ら 大 型 バ ス を チ ャ ー タ ー し 、

交 通 の 便 を よ く し た が 、 J R 徳 山 駅 か ら 徒 歩 1 5 分 と 非 常 に 交 通 の 便 の よ

い と こ ろ で あ っ た た め 、 多 く の 方 が 徳 山 の 街 を 散 歩 し な が ら 会 場 に 来 場

さ れ た よ う で あ る 。  

 

図 １  講 演 会 場 か ら の 景 色 （ 天 気 に 恵 ま れ た ）  

 

開 催 日 は 、 東 日 本 大 震 災 が 発 生 し た 日 で あ り 、 事 前 に 1 4 時 4 6 分 に 黙

祷 を お 願 い す る 旨 の 連 絡 が あ っ た 。 黙 祷 は 講 演 途 中 で は あ っ た が 、 誰 も

が 大 震 災 か ら の 復 興 と と も に よ り よ い 社 会 に な る べ く 気 持 ち を 新 た に し

た と 思 う 。 さ て 、 開 催 に あ た り 、 中 国 地 区 化 学 工 学 懇 話 会 理 事 の 都 留 稔

了 （ 広 島 大 学 ） 様 か ら 、 今 回 周 南 地 区 で 開 催 し た 経 緯 に つ い て 説 明 が あ

っ た 。 本 プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 は 化 学 工 学 会 中 国 四 国 支 部 発 足 時 か ら 継 続

的 に 開 催 さ れ て き た 事 業 で あ り 、 そ の 長 年 の 活 動 功 績 に 対 し 、 化 学 工 学

会 か ら 本 年 度 の 地 域 C T 賞 と し て 表 彰 さ れ た 旨 説 明 が あ っ た 。  

  
図 ２  講 演 会 場 の 様 子 （ ほ ぼ 満 杯 の 状 態 ）  

 

２ ． 講 演 会 の 概 要  

当 初 予 定 し て い た ス ケ ジ ュ ー ル を 変 更 し 、 地 域 C T 賞 「 中 国 四 国 支 部

に お け る プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 活 動 」 に つ い て 、 そ の 代 表 者 で あ る 広 島 大

学 の 礒 本 良 則 様 か ら 、 プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 の 歴 史 を 振 り 返 り 、 ま た 、 プ

ラ ン ト 保 全 研 究 会 の 原 点 と 目 指 す 役 割 に つ い て ご 説 明 い た だ い た 。 瀬 戸
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内 海 工 業 ベ ル ト は 化 学 プ ラ ン ト が 多 く 、 ま た 、 日 本 の 石 油 精 製 ・ 化 学 プ

ラ ン ト の 発 祥 の 地 で あ り 、 伝 統 的 に 「 プ ラ ン ト 保 全 」 が 重 要 項 目 で あ る

と い う 共 通 の 認 識 が 根 付 き つ つ あ る 。 ま た 、「 プ ラ ン ト 保 全 」 に は 視 野 の

広 い 対 策 が 不 可 欠 で あ る こ と も 認 識 さ れ た 。  

 

図 ２  地 域 C T 賞 の 受 賞 に つ い て の 説 明 と プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 の 役 割

に つ い て 説 明 さ れ る 礒 本 様  

 

続 い て 、テ ス テ ッ ク ジ ャ パ ン の 木 本 三 四 郎 様 よ り 、「 低 周 波 電 磁 誘 導 法

に よ る 配 管 腐 食 検 査 技 術 」 と し て 、 電 磁 誘 導 を つ か っ た 配 管 の 欠 陥 検 査

に つ い て 紹 介 が あ っ た 。 配 管 欠 陥 に 適 し た 電 磁 誘 導 の 閾 値 を 設 定 し 、 ま

た 、 装 置 を コ ン パ ク ト 化 し 、 検 査 の 範 囲 や 検 査 方 向 を 考 慮 す る こ と で 、

こ れ ま で よ り も 短 時 間 で コ ス ト を か け ず に 検 査 で き る 。 将 来 的 に は 自 動

掃 除 機 の よ う に 2 4 時 間 稼 働 す る よ う な も の が 作 ら れ る の で は な い か と

思 わ れ た 。  

 

図 ３  木 本 様 の 講 演 の 様 子  

次 に 、 出 光 興 産 の 牟 田 康 平 様 よ り 、「 海 水 ク ー ラ ー の 損 傷 と 対 策 」 と し

て 、 出 光 興 産 徳 山 工 場 の 海 水 ク ー ラ ー の 損 傷 検 査 方 法 に つ い て 説 明 が あ

っ た 。 数 百 を 超 え る 配 管 場 所 を い か に し て 効 率 的 に 損 傷 箇 所 を 探 し て い

く か 、 工 場 が 大 き く 程 と 時 間 と 労 力 が 非 常 に か か る も の で あ る が 、 そ の
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手 順 を 敷 地 内 の 配 置 状 況 に 応 じ て 設 定 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 現 場

で の 対 応 力 が 必 要 と さ れ る 課 題 は 他 社 に も 有 効 な 情 報 で あ っ た と 思 わ れ 、

多 く の 方 が 熱 心 に メ モ と と っ て い た 。  

 

図 ４  牟 田 様 の ご 講 演 の 様 子  

 

最 後 に 、山 口 県 総 務 部 の 勢 登 俊 明 様 よ り 、「 山 口 県 に お る コ ン ビ ナ ー ト

事 業 所 等 で の 保 安 ・ 防 災 体 制 強 化 の 取 り 組 み 事 例 に つ い て 」 報 告 が あ っ

た 。 山 口 県 で 発 生 し た 重 大 事 故 の 報 告 の 説 明 や 課 題 は 何 で あ っ た か が 説

明 さ れ た 。 事 故 は 原 因 が 明 確 な も の で あ れ ば 対 策 で き る が 原 因 が 複 数 絡

み 合 っ て 明 確 で な い 部 分 が 意 外 に あ る 印 象 で あ っ た 。 複 数 の 要 因 が 重 な

っ て 結 果 的 に 想 定 し て い な い 状 態 に な っ て 急 速 に 事 故 に 至 る 、 と い う 解

説 は 対 策 の 難 し さ を 感 じ た 。 プ ロ セ ス の 管 理 と 保 全 の た め に 状 況 を 、 論

理 的 に 優 先 順 位 を つ け て 判 断 し 、 動 的 に 変 化 す る 状 況 に 対 応 で き る 人 材

育 成 が 必 要 で あ る が 、 シ ビ ア な 事 故 に 至 る こ と が 少 な い 現 在 の プ ラ ン ト

で は 、 シ ビ ア な 事 故 に 至 ら な い よ う に す る 経 験 的 な 対 応 が あ ま り 期 待 で

き な い 。 特 徴 的 な 小 型 プ ラ ン ト で い ろ い ろ 想 定 試 験 し 、 実 体 験 で き る 公

的 設 備 が あ る と 人 材 育 成 の 点 で よ い の で は 個 人 的 に は 思 わ れ た 。  

 

図 ５  勢 登 様 の ご 講 演 の 様 子  
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３ ． 工 場 見 学  

工 場 見 学 で は 、 出 光 興 産 の 徳 山 製 油 所 が 日 本 で 初 め て の 国 産 製 油 所 で

あ り 、な ん と 1 0 ヶ 月 で 建 設 さ れ た プ ラ ン ト な ど が 紹 介 さ れ た 。当 然 で は

あ る が 初 代 の も の は ほ ぼ 残 っ て い な か っ た が 、 会 社 内 で 展 示 物 を み る に

つ け 、情 熱 と 勇 気 と 誇 り が 作 り 上 げ た こ と が 感 じ ら れ た 。「 海 賊 と 呼 ば れ

た 男 」（ 百 田 尚 樹 著 、 講 談 社 2 0 1 2 年 ）（ 出 光 興 産 の 創 業 者 ・ 出 光 佐 三 氏 を

モ デ ル に し た 小 説 ） を 呼 ん で い た 方 に は よ り 感 慨 深 い も の で あ っ た の で

は な い か と 思 わ れ る 。 工 場 内 の 見 学 で は バ ス で 移 動 し な が ら 様 々 な 化 学

装 置 や タ ン ク 、 港 湾 の わ か り や す い 説 明 を 受 け た 。  

 

図 ６  工 場 見 学 の 様 子 （ 出 光 興 産 内 の 展 示 コ ー ナ ー ）  

 

４ ． 交 流 会  

交 流 会 は 、 日 章 丸 の 救 援 ボ ー ド が 入 り 口 に 飾 っ て あ る 出 光 会 館 で 開 催

さ れ た 。 中 国 地 区 化 学 工 学 懇 話 会 理 事 の 久 保 田 忠 義 （ 出 光 興 産 （ 株 ）） 様

に ご 挨 拶 い た だ く 予 定 で あ っ た が 、 所 用 の た め 欠 席 と な り 、 今 回 当 懇 話

会 幹 事 で い ろ い ろ ご 差 配 い た だ い た 細 川 圭 （ 出 光 興 産 （ 株 ）） 様 に ご 挨 拶

い た だ い た 。 乾 杯 の 音 頭 は 、 長 年 本 プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 に 携 わ ら れ た 、

中 島 泰 孝 様 （ 現 広 島 市 中 小 企 業 支 援 セ ン タ ー ） に お 願 い し 、 同 じ く 長 年

本 プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 に 携 わ ら れ 、 本 懇 話 会 幹 事 の 竹 内 善 幸 様 （ 現 ( 社 )

中 国 地 域 ニ ュ ー ビ ジ ネ ス 協 議 会 ） に 仲 締 め を お 願 い し た 。 お 二 人 の ご 挨

拶 か ら 、 プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 は 、 自 由 な 雰 囲 気 で 世 代 や 立 場 を 超 え た 交

流 を モ ッ ト ー と し 、 そ れ が お 互 い の た め に な る 、 と の 説 明 が な さ れ た の

は 、 世 代 交 代 の 難 し い 時 代 に な っ て ま す ま す 必 要 と 思 わ れ た 。  
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図 ７  交 流 会 の 様 子 （ 乾 杯 の 挨 拶 ）  

 
図 ８  交 流 会 の 様 子 （ 歓 談 の 様 子 ）  

 

５ ． お わ り に  

プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 を 今 回 初 め て 周 南 地 区 で 開 催 し 、8 3 名 も の 参 加 を

い た だ い た 。 ご 参 加 い た だ い た 方 、 ご 講 演 い た だ い た 講 師 の 先 生 方 、 ま

た 、 本 研 究 会 を ス ム ー ズ に 進 め て い た だ い た 出 光 興 産 （ 株 ） の 方 々 に 感

謝 申 し 上 げ ま す 。 今 回 の プ ラ ン ト 保 全 に 参 加 し 、「 日 に 新 た に 、 日 々 に 新

た に 、又 日 に 新 た な り 、」が 特 に 継 続 性 の 高 い も の に は 必 要 で あ る と 感 じ

た 。 今 後 も 皆 様 の 力 で プ ラ ン ト 保 全 研 究 会 を 盛 り た て 、 企 業 間 ・ 官 学 を

超 え た 横 断 的 な 交 流 の 場 と し て 継 続 し 、 さ ら に は 、 日 本 の 化 学 プ ラ ン ト

の 安 全 性 を 高 め る と と も に そ の 維 持 に 貢 献 し て ほ し い と 思 っ た 。  

（ 文 責  広 島 大 学  木 原 伸 一 ）  

  

 


